
メダカ里親の会は1995年3月に発足した民間の任

意団体です。会員は2012年3月現在で34名。発足以

来16年間にわたって“農村に春の小川を復活させよ

う”を合い言葉に、次のような活動に取り組んできま

した。

① メダカの保護・保全活動

② 水田水域の生きものの生息場やネットワークづくり

③ メダカやドジョウなどの調査・研究活動

④「田んぼまわりの生きもの」や「農」に関する啓発活動

1. 里親活動をともなう住民主導のメダカ生息地の

保護活動（1995年度から現在）

本会の名称に由来する活動です。各種の開発行為

（道路の拡張工事、工業団地の造成工事、圃場整備事

業など）にともなってメダカ生息地が消失する可能性

がある場合、開発行為者にはその近隣に代償となる

生息地を確保するように要請し、開発期間中は本会の

会員や地元住民の自宅でメダカ個体群の保護・繁殖

を行います。そして、代償となる生息地が整備された

段階で確保したメダカ個体群を放流するといった活動

です。具体的には真岡市西沼地区、大田原市福原地

区、小山市小薬地区、二宮町史跡公園、芳賀町稲毛田

地区、高根沢町元気あっぷ村、足利市菅田（工業団地）、

烏山町野上の8地区で実施しました。それぞれの地区

では、地元組織（個人）によってメダカ生息地が管理さ

れています。

2. メダカの生息地台帳の作成（1995年度から現在）

本会の発足以来、2年に1回、県内でメダカ生息地調

査を定期的に行っています。この調査からメダカ生息

地の規模、水質、水温、底質、流速、水深、水生植物、水

生昆虫、魚類などのデータをまとめた「生息地台帳」を

作成するとともに、県や市町村の関係部局に情報提供

してきました。また、栃木県におけるレッドデータリス

ト（絶滅危惧種）の検討過程では、これらの資料が利用

されました。なお、2011年3月現在、栃木県内の野生

メダカ生息地は46地点となっています。

3. パンフ『メダカ保護活動ガイドライン』の作成

（1997年度から現在）

県、市町村、公民館、小学校、各種団体から依頼を受

け、会員がメダカの保護と生息地の保全について講演

会・研修会の講師をつとめ、啓蒙・啓発活動を行って

います。その際に、メダカの系統保存を基調とした本

会作成のパンフレット『メダカ保護活動ガイドライン』

を活用しています。
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Ⅰ.「メダカ里親の会」の主な活動

メダカ里親の会

第14回日本水大賞【農林水産大臣賞】

“春の小川”の生きものを大切にする住民参加型活動
の全県的な取り組み

メダカ里親の会の会員
宇都宮市平出町の活動拠点で撮影

メダカ生息地の定期調査

Ⅱ. メダカの保護・保全活動



1. 生態系保全型水路づくりの現地指導とパンフ『メダ

カ保全工法』の発行（1998年度から2000年度）

河内町西鬼怒川地区の圃場整備実施地区で魚類の

移動および生態系復元水路（土水路）の植物移植の企

画・支援をしました。また、真岡市西沼地区、二宮町史

跡公園、上三川町東蓼沼親水公園でメダカ生息水路と

池の設計アドバイスを行いました。

2．ビオトープ水路づくりの研修会の実施

（2003年度、2004年度）

本会の活動拠点である宇都宮市平出町において、

「水辺環境体験学習活動」の委託を受けてビオトープ

水路づくりの研修会を実施しました。ビオトープ水路

とは不透水性のマットを敷いた土水路のことです。こ

の研修会には小学校の教員、県・市町村の職員、美土

里ネットとちぎの職員、本会の会員など、延べ200名が

参加しました。また、同所では本会会員により休耕田

を利用したビオトープづくりも行っています。

3. 水田魚道の設置支援（2005年度から現在）

全国で旺盛に実施されてきた圃場整備事業では、田

んぼと水路の間に1m以上の落差ができ、ドジョウやフ

ナなどが産卵のために田んぼへ遡上することができ

なくなりました。その結果、水田水域で田んぼ産卵型

の淡水魚（ドジョウ、フナ、タモロコ、ナマズ、メダカな

ど）が著しく減少しています。そこで水路と田んぼの間

を魚が上り・下りするための水田魚道を開発しました。

栃木県内では、2012年4月までに本会が主導して79

ヶ所に設置されています。

4.『水田魚道づくりの指針』の発行（2010年3月）

水田魚道の全国的な普及を図るために、千鳥X型魚

道およびカスケードM型魚道を応用した2つのタイプ

の魚道（波付きU型、波付き丸型）の設置方法を解説し

た小冊子とDVDを発行しました（企画・制作：（社）農村

環境整備センター、なまずのがっこう、メダカ里親の

会）。10年前はまったく認知されていなかった「水田魚

道」が、現在は全国各地で利用されるようになりました。

1．田んぼにおけるドジョウの増殖と生長特性の調査

（2006年度から2008年度）

田んぼでドジョウがどれくらい増殖するのかを慣行農

法の田んぼと有機農法の田んぼで調査し、田んぼが有

する増殖機能を把握しました。その結果、1000平方メ

ートル当たりで慣行農法の田んぼでは1009個体（質重

量4.29kg）、有機農法の田んぼでは1334個体（同

6.38kg）の増殖を確認しました。コウノトリやトキの野
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『水田魚道づくりの指針』

Ⅲ. 水田水域の生きものの生息場やネットワー
クづくり

ビオトープ水路づくりの研修会

設置された水田魚道（波付きU型）

Ⅳ. メダカやドジョウなどの調査・研究活動



生放鳥では餌資源の確保が課題となっていますが、田

んぼがもつ再生産力の一端が明らかになりました。

2. 栃木県内のメダカ個体群およびドジョウ個体群の

DNA解析（2008年度から現在）

宇都宮大学バイオサイエンス教育研究センターと

共同して、栃木県内42地点1440個体のメダカのDNA

解析（ミトコンドリア、シトクロームb領域）を行いました。

その結果、県内のメダカから6タイプの遺伝子タイプ

が確認され、そのうち関東固有集団だけの生息地が3

地区発見されました。また、農村工学研究所と共同し

て、栃木県内45地点385個体のドジョウのDNA解析

（ミトコンドリア、シトクロームb領域）を行いました。そ

の結果、鬼怒川水系の全域、渡良瀬川水系と那珂川水

系の一部でカラドジョウが確認され、とくに鬼怒川水系

では在来系のドジョウが極めて少ないことが明らかに

なりました。メダカの関東固有集団については、本県

の生息地で系統保存する必要があり、本会の新たな役

割となりました。また、カラドジョウについては在来系

のドジョウとの交雑親和性など不明な点があるため、

今後注視する必要があります。

1．「田んぼの学校」の開催（1999年度から現在）

1999年度から県内の親子を中心に、地元の小学校

や幼稚園、東京の小学校、宇都宮市市民環境学習セン

ター等を対象に「田んぼの学校」を開催しています。田

んぼの学校では①農作業（田植え、草取り、収穫）、②

田んぼまわりの生きもの観察（ビオトープ池、水路、田

んぼ）、③収穫祭を行い、田んぼがもたらす恵みの理

解と体験的環境教育（自然と環境の理解）を実施して

います。「田んぼの学校」の開催に当たっては、（社）農村
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田んぼに生息しているドジョウのウケ調査

メダカの遺伝子タイプと栃木県内の分布
（作成：松田勝、宇都宮大学バイオサイエンス教育センター・准教授）

ドジョウの遺伝子タイプと栃木県内の分布
（作成：小出水規行、農村工学研究所・主任研究員）

Ⅴ.「田んぼまわりの生きもの」や「農」に
関する啓発活動



環境整備センター（1999）、イオングループ（2000）、

宇都宮市民活動助成金（2003）、全労災（2005）等か

ら助成金を受けました。なお、1999年度以来の「田ん

ぼの学校」参加延べ人数は約3,600人（本会の会員を

含む）となっています。

2. 図鑑『田んぼまわりの生きもの、栃木県版』の

発行（2004年5月）

栃木県の水辺生態系に生息・生育する代表的な魚

類、両生・は虫類、水草、水生昆虫などを掲載した図鑑

で、初心者でも生物調査ができるように工夫し、写真

とともに分かり易い解説と同定方法を記載しています。

栃木県では2007年度から始まった農地・水・環境保

全向上対策事業（2011年度は375組織）において、す

べての活動組織で「田んぼまわりの生きもの調査」を行

うことを義務づけました。この図鑑はそのような住民

参加型の生きもの調査で活用されており、現在までに

8300部が発行されました。

これまでの活動を継続するとともに、次のような活

動を強化したいと考えています。

・人 と々生きものつながりを再生する取り組みとして、

田んぼで稲作とともにドジョウやフナを増殖し、美

味しく食べるイベントを県内各地で開催する。

・「田んぼまわりの生きもの調査」の採補結果データ

を使って、県内の生きもの分布を作成し、地域的な

特徴などをとりまとめて発信する。

・メダカとドジョウのDNA解析結果を分かりやすく整

理し、県民の共有財産とするためにシンポジウムや

勉強会を開催する。

・栃木県内で「春の小川再生事業」に取り組む。具体的

には、地元住民組織の自発性に依拠しながら、①生

きもの調査、②春の小川再生の計画づくり、③水田

魚道・水路魚道の設置支援。
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Ⅵ. 今後の活動

メダカ里親の会

田んぼの学校の参加者

図鑑『田んぼまわりの生きもの、栃木県版』




